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	概要　ＥＡ　(600字～800字程度にまとめてください。)

系を構成する因子の反応と拡散の起こる場では，様々な時空間パターンが形成されることが発見されてきており，近年，その発生メカニズムが数理モデルを用いた解析により理解されつつある．本研究では，社会性昆虫巣などに見られる正六角形パターンやストライプパターンに着目し，因子の移流を伴う反応・拡散・移流モデルを用いて，いかにこれらのパターンが発生するのかを分岐理論と数値シミュレーションによって調べた．
反応・拡散・移流モデルには，三村・辻川の提案した三村・辻川モデルを用いた．このモデルは，走化性と増殖・死滅という性質によって特徴付けられる生物（典型例としては大腸菌Escherichia coli）ならびに，生物自身が分泌する化学物質といった２つの因子を有する．移流作用は化学物質に反応した生物の走化性による移動によって表現されており，これに加えて２因子の反応と拡散がモデルには含まれる．社会性昆虫巣の建設過程に対しては，Deneubourgによる数理モデルが存在するが，このモデルには昆虫，化学物質ならびに，巣の堆積物質の３因子があり，解析が複雑になることが予想される．ところが，Deneubourgモデルの定常問題は三村・辻川モデルに帰着されるため，そこで本研究ではこちらの問題を扱った．

三村・辻川モデルにおける正六角形パターンならびにストライプパターンは，久藤・大崎・櫻井・辻川によって発生する分岐パラメータの値が調べられている．本研究では，１次元モデルについてAUTOを用いて解析を行い，理論結果とよく一致することを確認し，さらにHopf分岐が起きることを新たに示した．また，２次元長方形領域の縦と横に対応する２つの長さを有するそれぞれの１次元領域で解析を行なうことで，２次元領域における六角形と同じ波数を有するパターン解の存在を示し，２次元パターンの発生メカニズムを理解する上での糸口を示した．
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	欧文概要　ＥＺ

 Chemotaxis is the property to move toward higher concentration of some chemical attractants. The self-organized colony patterns of Escherichia coli have been studied in experiments and computations. In this study, a reaction-diffusion-advection system of equations, proposed by Mimura and Tsujikawa,  is treated, and pattern solutions generated by Mimura-Tsujikawa model are considered.

The numerical computation demonstrates not only symmetric stationary patterns of biological individuals but also oscillating pulses via Hopf bifurcation. In addition, the existence and the stability of the symmetrical stationary pulses by using linear stability analysis and AUTO are shown. The analytical study is in good agreement with numerical results. These results support to understand the pattern formations in a two-dimensional domain.
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